家庭礼拝　2011年3月23日　コリント第Ⅰ　8章
　賛美歌296　いのちのいのちよ　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌46４　ほめたたえよう
起
先週は、パウロの結婚観を通して、たとえ世の終わりが近づいても、何か特別なことをするのではなく、神に召されたままの状態で、ありのままにその時を迎えなさいということを教えられました。じたばたせずに、落ち着いて、生きることの大切さを教えられました。
今日の聖書の箇所は、偶像に供えられた肉について書かれています。今の私たちから見ると、あまり身近な話ではないですが、当時の人たちにとってはこれは死活問題になるくらい大変な切実な問題です。市場で売られている肉を食べなければ、食べるものに窮してしまう人たちが多く居たからです。当時の食肉の中には、異教の神殿で神々の供えものとして捧げられた牛や羊が、市場に出されたものが多くありました。その仕組みはこうでした。神殿に捧げられた供え物は、しるしばかりの肉が焼かれ、祭司達が分け前を取り、残りの肉は役人その他の人たちに渡り、彼らの余分な肉は店や市場で売られました。それで、コリントの教会の中では、これを心配して、もし偶像として捧げられたものであったら、これを食べることによって、偶像に汚されてしまうのではないかと恐れる人々が少なくなかったのです。一方で、偶像などはない、その肉を恐れる必要は無いと主張する人々も居て、教会は混乱したのです。
　このコリントへのパウロの手紙の回答が与えられる前の質問をいつものように推測してみたいと思います。回答から判断すると、質問者はパウロにこういったかもしれません。｢コリントの教会には、無知なために、神殿に捧げられた肉は食べないほうがよい。悪霊に汚されてしまう。と言い張る人たちが居ます。私たちはあなたに教えられたように、偶像の神などはおらず、唯一の神しかいないと言うこと知っており、そのように説明しています。しかしそれを理解しようとしない人たちが居るので大変困っています。一体私たちはどうしたらよいでしょうか。そのような人たちを無視して、自由に食べてていいでしょうか。｣と言うような質問があったことが推測されます。当時の人たちは、悪霊を信じていたし、その悪霊は食べ物を通して人間の中に入ると信じている人たちが多く居たのです。知識を持って、進んだ信仰をもっていると思っている人たちは、そのような人たちを古い習慣にとらわれている信仰の弱い者と、見下していたような傾向があったようです。
今日の聖書の小見出しは、◆偶像に供えられた肉、となっていますが、その中心のテーマは、ちょっと違っています。それは、キリスト者の自由とキリスト者の責任と言うテーマです。罪の束縛から解放され、自由な選択が出来るようになった者には、自由に選択したことによる責任が伴うのです。強制されたなら、その責任は強制した人のものですが、自由に選択したものなら、自分に責任が生じてきます。自由とは、無責任に何をやっても良いと言うことにはなりません。私達、キリスト者にどんな自由が与えられており、どのような責任が与えられているのかをこの聖書の箇所から、聴いてみたいと思います。
承

さて、この8章の最初は、偶像に供えられた肉について、正しいことを知っているか、いないかという話が起こります。1節から3節です。

１コリ 8:1　偶像に供えられた肉について言えば、「我々は皆、知識を持っている」ということは確かです。ただ、知識は人を高ぶらせるが、愛は造り上げる。
１コリ 8:2　自分は何か知っていると思う人がいたら、その人は、知らねばならぬことをまだ知らないのです。
１コリ 8:3　しかし、神を愛する人がいれば、その人は神に知られているのです。
これらの節では、パウロは知っていると言うだけでは問題だと言うことを言おうとしています。まず前提として、この偶像に供えられた肉に関しては、皆が、正しい知識を持っている、と言うことは確かだ。と断定しています。その上で、知識の持っていると思うことの危険を訴えます。それは知識は人を高ぶらせると言うことです。私はあの人より、よく知っていると言う思いが高ぶりを与え、人を傷つけるようなことをしてしまうのだと言っているのです。それでは知識だけではなく、何が大切なのかと言えば、それは愛だと言っています。知識は人を高ぶらせるが、愛は人を作り上げる、とパウロは言いました。人を作り上げ、人を助け、教会を作り上げるのは知識ではなく愛だということです。そして、　自分は何か知っていると思う人がいたら、その人は、知らねばならぬことをまだ知らないのです。と言っています。それは、本当に大切なのは知識ではなくて、愛であると言うことです。その知らねばならぬ、愛の大切さを、自分は知っていると思っている人たちは気がついていないと言っているのです。愛を知るものは、神を愛するものであり、神を愛するものは、神に知られるものとなると言うことを言っています。私達の世界には、教えたがりやさんが、たいてい居るものです。思い高ぶって、上から目線で教えたがるわけです。本人はそれで、相手を教育しているのだ、よい事をしているのだ、と思いたがるわけですが、実は、それはあまり人を成長させる効果がありません。それよりも、人を作り上げるのは愛である、とパウロは言います。愛こそが人を教育し、作り上げ、神に知られるものとなる元だと言うのです。今日のテーマは、知識ではなく、愛が人を作り上げる、と言っていいほどです。そしてパウロは、4節から7節で、偶像に供えられた肉を食べることについて、その知識について再確認しています。パウロはこういいました。
１コリ 8:4　そこで、偶像に供えられた肉を食べることについてですが、世の中に偶像の神などはなく、また、唯一の神以外にいかなる神もいないことを、わたしたちは知っています。
１コリ 8:5　現に多くの神々、多くの主がいると思われているように、たとえ天や地に神々と呼ばれるものがいても、
１コリ 8:6　わたしたちにとっては、唯一の神、父である神がおられ、万物はこの神から出、わたしたちはこの神へ帰って行くのです。また、唯一の主、イエス・キリストがおられ、万物はこの主によって存在し、わたしたちもこの主によって存在しているのです。
１コリ 8:7　しかし、この知識がだれにでもあるわけではありません。ある人たちは、今までの偶像になじんできた習慣にとらわれて、肉を食べる際に、それが偶像に供えられた肉だということが念頭から去らず、良心が弱いために汚されるのです。
パウロは、万物は唯一の神からで、わたしたちはこの神へ帰っていくと言いました。ですが、ある人たちは、今までの偶像になじんできた習慣にとらわれてしまい、偶像の肉と言う思いから離れられず、汚されるのだと言いました。頭ではわかっても、心では、過去の習慣から逃れられないのです。今の私たちでさえも同じだと思うのです。いくらキリスト教の神が唯一の神だといわれても、神社仏閣に行けば、またその立派な仏像を見れば、その神々しさに、ここにも神がいるのではないかと思わされてしまうのです。そして、そこのところの思い切りが出来ない人を、良心の弱い人とパウロは呼んだのです。
転

パウロは、コリントの信徒の質問を受けて、知識に関する再確認をした後、パウロの意見を述べていきます。パウロはこう言いました。8節から11節です。
１コリ 8:8　わたしたちを神のもとに導くのは、食物ではありません。食べないからといって、何かを失うわけではなく、食べたからといって、何かを得るわけではありません。
１コリ 8:9　ただ、あなたがたのこの自由な態度が、弱い人々を罪に誘うことにならないように、気をつけなさい。
１コリ 8:10　知識を持っているあなたが偶像の神殿で食事の席に着いているのを、だれかが見ると、その人は弱いのに、その良心が強められて、偶像に供えられたものを食べるようにならないだろうか。
１コリ 8:11　そうなると、あなたの知識によって、弱い人が滅びてしまいます。その兄弟のためにもキリストが死んでくださったのです。
パウロの意見はこうでした。確かに、その供えられたものを食べる食べないかで、何かが変わるものではない。あなた方は、知識があり、その捉われていないと言う意味で自由であるが、そのことによって、弱い人を躓かせてはいけない。あなたの知識によって、弱い人が滅んでしまうようなことが起こってはいけない。その兄弟のためにもキリストが死んでくれたのだから、兄弟を大切にしなければならない。と言っているわけです。それどころか、あなた方が自由に捧げ者を食べてしまうのは、兄弟たちに罪を犯していることになるのではないかと言いました。12節と13節です。
１コリ 8:12　このようにあなたがたが、兄弟たちに対して罪を犯し、彼らの弱い良心を傷つけるのは、キリストに対して罪を犯すことなのです。
１コリ 8:13　それだから、食物のことがわたしの兄弟をつまずかせるくらいなら、兄弟をつまずかせないために、わたしは今後決して肉を口にしません。
パウロは、あなた方が正しい知識を持って、偶像に捧げられたものを、捉われなく自由に食べることが、弱い人々の良心を傷つけてしまい、それがひいてはキリストに対する罪を犯していることになるのではないですかと言いました。正しい知識でする事はなんでも正しいと言うことではないのです。わたしたちも、馬鹿者に馬鹿と言って何で悪い、といったような議論も聞くことがあるのですが、それがたとえ正しくとも、その行為をすることが正しくないことがあるのです。そのときの正しさを決める基準は、論理的な正しさではなく、倫理的な正しさ、即ち愛なのです。知識の正しさを、愛が裁くのです。たとえそのことが正しくとも、それによって弱い人を傷つけ、躓かせるなら、パウロはキリストの愛によって、それは、正しくない。それはキリストに対して罪を犯すことなのだと言っているのです。ですからパウロはこういいました。
１コリ 8:13　それだから、食物のことがわたしの兄弟をつまずかせるくらいなら、兄弟をつまずかせないために、わたしは今後決して肉を口にしません。と言いました。
パウロは、それがたとえ正しい知識と違っていたとしても、愛のために、兄弟を躓かせないために、私は今後決して肉を口にしませんと、断言しました。
結

愛は知識に勝りました。私達が何が正しいのかと言うことを議論する時、この問題が整理されずに、議論されることがよくあります。論理的に正しいのか、倫理的に正しいのかと言うことです。普通の議論は殆どこれがごっちゃになって話されるので、いつも話が混乱します。私達クリスチャンは、何が正しいのかと言うことを判断する時、それは知識によるものではなく、愛によるものであることに注意をする必要があります。愛が無ければ無に等しいのです。
これは何度注意しても同じ間違いを繰り返してしまいます。その場で、愛による判断をしているか、知識による判断をしているかなどと考える余裕はありません。それは日常生活の判断の習慣がそのまま出てしまうのです。ですから私たちは、毎日毎日、自分が愛によって生きているのか、世間の常識的な知識によって生きているのかを振り返らなければなりません。そしてそれを習慣にしなければなりません。
　私達が、いろいろな知識によって、自由に判断できるようになればなるほど、そこには責任が生じてくるのです。それは、自分が選んだ判断だからです。そのことによって人が躓くなら、それに対しても責任があるのです。躓いたり、傷ついたりするのはその人たちの勝手でしょうとはいえないのです。もし愛によってそれを見るならば、その責任を感じるのです。躓かせない、傷つけない責任を感じるのです。キリスト者は自由とされました。そしてまたそこにキリスト者の責任も与えられているのです。それを明らかにするものが愛なのです。知識ではありませんでした。知識は人を高ぶらせ、愛は人を造り徳を高めるのです。私たちもまた、日々、愛の基準で歩みたいと思うものであります。
(一分間の祈り)

(祈り)

人々の思いを知り、必要を満たし、導いてくださいます天の父なる神様。今日の集いを導いてくださり感謝いたします。東北関東大震災は、原子炉災害がすこし落ち着きを見せて、被災者への報道へとシフトしてきました。まだ一万人以上の行方不明者がおります。主よ、どうか被災者の上にあなたの慈しみを与えてくださり、省みてくださいますように。多くの支援が与えられておりますが、主よ、どうかあなたが、被災者達の側に立ってくださって、励まし慰め、再び平和で安心できる生活を与えてくださいますように。祈ることが出来る者達が、祈りを合わせて、復興を祈っていくことが出来ますように。
今日の聖書では、私達が、正しさの上に立つよりも、愛の上に立つことの大切さを教えられました。知識が私たちを比較するものとし、誇るものとし、傷つけるものとしてしまう危険を教えられました。そして、人を作り上げるのは知識ではなく、愛であることを教えられました。主よ、私たちが、自分は正しいと思っている時、それは知識によるものなのか、愛によるものなのかをいつも振り返ることが出来ますように。そして、愛があるならばどのような判断をするのかを、もう一度落ち着いて考えてみることが出来ますように。自分が正しいとして、人を傷つけるものとなることがありませんように。自分が正しいとして、思い高ぶることがありませんように。どうかあなたの愛と謙遜が与えられますように。

この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。

◆偶像に供えられた肉
１コリ 8:1　偶像に供えられた肉について言えば、「我々は皆、知識を持っている」ということは確かです。ただ、知識は人を高ぶらせるが、愛は造り上げる。
１コリ 8:2　自分は何か知っていると思う人がいたら、その人は、知らねばならぬことをまだ知らないのです。
１コリ 8:3　しかし、神を愛する人がいれば、その人は神に知られているのです。
１コリ 8:4　そこで、偶像に供えられた肉を食べることについてですが、世の中に偶像の神などはなく、また、唯一の神以外にいかなる神もいないことを、わたしたちは知っています。
１コリ 8:5　現に多くの神々、多くの主がいると思われているように、たとえ天や地に神々と呼ばれるものがいても、
１コリ 8:6　わたしたちにとっては、唯一の神、父である神がおられ、万物はこの神から出、わたしたちはこの神へ帰って行くのです。また、唯一の主、イエス・キリストがおられ、万物はこの主によって存在し、わたしたちもこの主によって存在しているのです。
１コリ 8:7　しかし、この知識がだれにでもあるわけではありません。ある人たちは、今までの偶像になじんできた習慣にとらわれて、肉を食べる際に、それが偶像に供えられた肉だということが念頭から去らず、良心が弱いために汚されるのです。
１コリ 8:8　わたしたちを神のもとに導くのは、食物ではありません。食べないからといって、何かを失うわけではなく、食べたからといって、何かを得るわけではありません。
１コリ 8:9　ただ、あなたがたのこの自由な態度が、弱い人々を罪に誘うことにならないように、気をつけなさい。
１コリ 8:10　知識を持っているあなたが偶像の神殿で食事の席に着いているのを、だれかが見ると、その人は弱いのに、その良心が強められて、偶像に供えられたものを食べるようにならないだろうか。
１コリ 8:11　そうなると、あなたの知識によって、弱い人が滅びてしまいます。その兄弟のためにもキリストが死んでくださったのです。
１コリ 8:12　このようにあなたがたが、兄弟たちに対して罪を犯し、彼らの弱い良心を傷つけるのは、キリストに対して罪を犯すことなのです。
１コリ 8:13　それだから、食物のことがわたしの兄弟をつまずかせるくらいなら、兄弟をつまずかせないために、わたしは今後決して肉を口にしません。
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